
まだ間に合う！夏に備えた暑さ対策 細霧冷房システム
　細霧冷房システムは霧（水

分）の力で気温を下げる。霧

が気化するときに熱を奪う

自然の力 を利用しているた

め環境にやさしい。また、屋

内外で使用できる熱中症対策

と、熱効率が良い節電対策と

の両立にきわめて有効。本格

的な夏を迎える前に、職場環

境を整えておく必要がある。

昨
夏
熱
中
症
が
増
加
厚
労
省
、
対
策
を
訴
え
る

熱中症予防対策として建築現場で活躍 日本機電

水分の気化で冷却体感温度度Ｃ下がる

　
２
０
１
０
年
夏
の
猛
暑
は

記
憶
に
新
し
い
。
気
象
庁
が

統
計
を
開
始
し
た
１
８
９
８

年
以
降
で
平
均
気
温
が
最
も

高
い
夏

６
―
８
月

だ
っ

た
。
６
、
７
月
の
月
平
均
気

温
の
平
年
差
は

１
度
Ｃ
程

度
だ
っ
た
が
、
８
月
の
平
年

差
は

２
・

度
Ｃ
と
高
温

に
な
っ
た
。
偏
西
風
、
エ
ル

ニ
ー
ニ
ョ
現
象
、
ヒ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
現
象
が
要
因
と
考

え
ら
れ
る
。

　
こ
の
記
録
的
な
猛
暑
で
熱

中
症
に
か
か
る
人
が
例
年
よ

り
増
加
。
熱
中
症
と
は
高
温

多
湿
な
環
境
下
で
体
内
の
水

分
・
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
た
り
、
体
内
の
調
整
機
能

が
破
綻
す
る
な
ど
し
て
発
症

す
る
障
害
の
総
称
。
症
状
は

め
ま
い
、
失
神
、
筋
肉
の
硬

直
、
大
量
の
発
汗
、
頭
痛
、

吐
き
気
、
意
識
障
害
な
ど
。

　
消
防
庁
の
統
計
で
は

年

夏

７
―
９
月

の
熱
中
症

に
よ
る
救
急
搬
送
人
員
は
５

万
３
８
４
３
人
、
前
年
同
期

比
４
・

倍
増
。
特
に

歳

以
上
の
高
齢
者
が
多
い
。
傷

病
は
軽
症
が
３
万
１
２
９
１

人
と
半
分
以
上
を
占
め
、
死

亡
は
１
６
７
人
だ
っ
た
。

　
職
場
で
作
業
中
に
熱
中
症

に
か
か
る
こ
と
も
あ
る
。
厚

生
労
働
省
の
統
計
で
は

年

の
職
場
で
の
熱
中
症
に
よ
る

死
亡
者
は

人
。
死
亡
者
数

が
多
い
業
種
は
建
設
、製
造
、

農
業
と
、
屋
外
作
業
中
に
発

症
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
厚

労
省
で
は
職
場
に
お
け
る
熱

中
症
の
予
防
対
策
を
訴
え
て

い
る
。
職
場
の
暑
熱
状
況
を

把
握
し
た
作
業
環
境
の
管

理
、
自
覚
症
状
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
水
分
・
塩
分
の
摂
取

な
ど
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
今
年
は
東
日
本
大
震
災
の

影
響
に
よ
る
電
力
不
足
に
備

え
、
政
府
は
企
業
・
家
庭
と

も
に
電
力
使
用
量
の

％
削

減
を
要
請
し
た
。
節
電
対
策

は
重
要
だ
が
、
節
電
意
識
が

高
ま
り
す
ぎ
て
冷
房
機
器
を

使
用
せ
ず
に
熱
中
症
を
引
き

起
こ
す
可
能
性
が
高
ま
る
と

厚
労
省
は
懸
念
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
厚
労
省
は
例
年
よ

り
も
熱
中
症
の
予
防
対
策
を

重
点
的
に
呼
び
掛
け
る
。

　
企
業
は
従
業
員
の
健
康
を

守
る
こ
と
、
そ
し
て
作
業
の

効
率
性
を
保
つ
た
め
に
も
暑

さ
対
策
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。し
か
し
、節
電

対
策
も
積
極
的
に
行
う
必
要

が
あ
る
。そ
こ
で
、注
目
さ
れ

る
の
が
細
霧
冷
房
シ
ス
テ
ム

だ
。
同
シ
ス
テ
ム
は
噴
射
し

た
霧
を
フ
ァ
ン
で
飛
ば
し
、

気
化
熱
に
よ
る
冷
却
作
用
で

気
温
を
下
げ
る
。
細
か
い
霧

の
た
め
皮
膚
に
付
い
て
も
ぬ

れ
た
と
い
う
感
覚
は
な
い
。

　
同
シ
ス
テ
ム
は
モ
ー
タ
ー

を
駆
動
し
て
霧
を
噴
射
す
る

だ
け
な
の
で
排
熱
は
な
く
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率

Ｃ

Ｏ
Ｐ

は
エ
ア
コ
ン
の
約

倍
だ
と
い
う
。
高
い
冷
却
性

能
と
省
エ
ネ
を
実
現
す
る
た

め
、
同
シ
ス
テ
ム
の
需
要
は

増
加
し
て
い
る
。

　
活
用
場
面
の
幅
が
広
い
の

も
特
徴
の
一
つ
。
エ
ア
コ
ン

は
窓
を
締
め
切
っ
た
室
内
で

は
効
果
が
あ
る
も
の
の
、
窓

を
開
け
放
っ
た
工
場
や
屋
外

で
は
使
用
で
き
な
い
。
同
シ

ス
テ
ム
は
屋
内
外
で
使
用
で

き
る
。
屋
内
外
そ
れ
ぞ
れ
に

最
適
な
霧
の
大
き
さ
で
対
応

し
て
い
る
。
日
本
機
電
の
一

之
瀬
康
利
社
長
は
「
活
用
場

所
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
２

―
３
度
Ｃ
下
が
る
の
は
確

実
。
体
感
温
度
で
は
７
―

度
Ｃ
下
が
る
」
と
い
う
。

　
床
が
水
分
の
吸
収
さ
れ
な

い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
鉄
板
で

は
よ
り
高
い
効
果
を
発
揮
す

る
。
鋳
物
や
ガ
ラ
ス
工
場
な

ど
の
熱
を
放
出
す
る
作
業
場

で
の
活
用
が
多
い
。

　
ま
た
、
屋
外
で
の
需
要
も

増
加
し
て
い
る
。
ス
ポ
ッ
ト

ク
ー
ラ
ー
に
変
わ
り
、
小
型

の
細
霧
冷
房
シ
ス
テ
ム
を
一

人
に
つ
き
１
台
用
意
す
る
建

築
現
場
も
あ
る
と
い
う
。
風

が
吹
き
込
む
屋
外
で
は
高
い

効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

　
一
方
、
機
能
は
冷
房
だ
け

で
な
く
、粉
塵
飛
散
の
防
止
、

消
臭
の
効
果
も
あ
る
。
噴
射

し
た
霧
が
粉
塵
や
に
お
い
な

ど
を
包
み
込
む
た
め
だ
。
日

本
機
電
は
口
蹄
疫
対
策
と
し

て
い

こ
う

て
韓
国
に
納
入
。
感
染
現
場

に
乗
り
入
れ
る
畜
産
関
係
車

両
・
防
疫
作
業
車
両
は
ウ
イ

ル
ス
を
運
ぶ
可
能
性
が
あ

り
、
そ
の
対
策
と
し
て
薬
剤

を
混
ぜ
た
霧
を
自
動
車
に
噴

射
し
、
消
毒
す
る
。
冷
却
だ

け
で
な
く
、
用
途
は
広
い
。

　
新
し
い
市
場
と
し
て
期
待

さ
れ
る
の
が
学
校
だ
。
校
庭

に
設
置
し
、
真
夏
で
も
子
供

た
ち
が
外
で
運
動
で
き
る
よ

う
な
環
境
を
用
意
す
る
。
順

調
に
受
注
を
伸
ば
し
、
今
後

も
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ

る
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
や
体
育
館
な
ど
の

避
難
所
に
も
適
し
た
シ
ス
テ

ム
と
い
え
る
。

　
職
場
環
境
を
整
え
、
従
業

員
の
健
康
を
守
る
た
め
に

も
、
今
夏
は
今
ま
で
以
上
に

注
意
が
必
要
。
夏
本
番
に
向

け
て
、
早
め
の
対
策
が
求
め

ら
れ
る
。

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 ６月１６日 木曜日 ◎　


